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(57)【要約】
【課題】直視型又は側視型内視鏡の軟性な挿入部が挿通
される硬性スリーブの先端開口から光学系を備えた内視
鏡先端部を突出させることなく、観察を行える内視鏡用
硬性シースを提供すること。
【解決手段】硬性スリーブ６は、細長なスリーブ本体１
１と、硬性スリーブ６の基端部を構成するスリーブ本体
１１より太径な太径固定部１２とで形成されており、中
央軸方向には挿入部２，４の外径より内径寸法をやや大
きめに設定した所定のはめあいで形成した孔部１３が設
けられている。スリーブ本体１１の先端部側側面には孔
部１３に連通する切り欠き窓１４が形成されており、先
端開口１５近傍には内周面より所定の高さ（ｈ）だけ突
出した凸部１６が設けられている。この凸部１６は、直
視内視鏡３及び側視内視鏡５の先端面が当接するように
形成されている。また、高さ（ｈ）は直視内視鏡３の観
察視野範囲及び照明光出射範囲を妨げない形状である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  直視型又は側視型内視鏡の軟性な挿入部
が挿入される貫通孔を有する細長で管状な硬性スリーブ
を備えた内視鏡用硬性シースにおいて、
前記硬性スリーブは、
先端開口近傍に設けられた、内周面より突出して前記内
視鏡先端面が当接する少なくとも１つの凸部と、
先端部側側面に形成した、挿入された側視型内視鏡の光
学系が対向する切り欠き窓と、
を具備することを特徴とする内視鏡用硬性シース。
【請求項２】  直視型又は側視型内視鏡の軟性な挿入部
が挿入される貫通孔を有する細長で管状な硬性スリーブ
を備えた内視鏡用硬性シースにおいて、
前記硬性スリーブは、
先端部側側面に側視型内視鏡の光学系が対向する切り欠
き窓を形成した細長で管状のスリーブ本体と、
このスリーブ本体の先端部に取り付けられ、内周面より
突出して前記内視鏡先端面が当接する少なくとも１つの
凸部を設けた環状位置決め部材と、
を具備することを特徴とする内視鏡用硬性シース。
【請求項３】  前記凸部及び切り欠き窓を、それぞれの
内視鏡の観察視野範囲及び照明光出射範囲を妨げない位
置に所定形状で形成したことを特徴とする請求項１又は
請求項２に記載の内視鏡用硬性シース。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡の軟性な挿
入部が挿入される硬性スリーブを備えた内視鏡用硬性シ
ースに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡には、医療用として用いられる他
に、プラントの配管、ジェットエンジン等の観察、検査
等の工業的用途に使用される工業用内視鏡装置がある。
この工業用内視鏡装置には、軟性な挿入部を挿入配置す
ることによって、この軟性な挿入部を備えた内視鏡を硬
性鏡として使用することができるようにする内視鏡用硬
性シース（以下、硬性シースと略記する）が備えられて
いる。
【０００３】従来の硬性シースとしては例えばＵＳＰ５
２６１８８８号、ＵＳＰ３６９０７７５号に示す硬性シ
ースがあり、この硬性シースは、挿入部を観察対象部位
に案内する硬性スリーブと、使用者が把持する把持部と
で構成されていた。そして、この硬性シースでは硬性ス
リーブの内部に挿入した挿入部をスリーブ先端開口から
突出させることが可能な構造であった。
【０００４】そのため、挿入部が軟性の側視型の内視鏡
をこの硬性スリーブに挿入した場合でも、内視鏡の先端
部に設けられている観察光学系及び照明光学系を硬性ス
リーブの先端開口から突出させることによって側視の観
察を行える。
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【０００５】また、特開平１１－９９１２０号公報には
硬性スリーブの先端部に対物光学系を配置可能にした内
視鏡用硬性シースが示されている。この内視鏡用硬性シ
ースでは、挿入部が軟性の直視型の内視鏡を配置するこ
とで直視型の硬性内視鏡としての使用が可能であるとと
もに、前記対物光学系を配置した状態の内視鏡用硬性シ
ースに直視型の内視鏡を組み付けることによって、側視
型の硬性内視鏡としての使用が可能であった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記Ｕ
ＳＰ５２６１８８８号及びＵＳＰ３６９０７７５号の硬
性シースでは、この硬性スリーブの先端開口から内視鏡
の先端部が突出した状態であると、誤って先端部を被検
体等にぶつけてしまったときに、その衝撃によって内視
鏡先端部内の光学系等が破損されるおそれがあった。
【０００７】また、特開平１１－９９１２０号公報の硬
性スリーブでは、組付ける内視鏡の先端部を、硬性スリ
ーブの先端開口から突出させることなく検査を行える
が、組付ける内視鏡が直視型のものに限られている。
【０００８】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、直視型又は側視型内視鏡の軟性な挿入部が挿通さ
れる硬性スリーブの先端開口から光学系を備えた内視鏡
先端部を突出させることなく、観察を行える内視鏡用硬
性シースを提供することを目的にしている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡用硬性シ
ースは、直視型又は側視型内視鏡の軟性な挿入部が挿入
される貫通孔を有する細長で管状な硬性スリーブを備え
た内視鏡用硬性シースであって、前記硬性スリーブは、
先端開口近傍に設けられた、内周面より突出して前記内
視鏡先端面が当接する少なくとも１つの凸部と、先端部
側側面に形成した、挿入された側視型内視鏡の光学系が
対向する切り欠き窓とを具備している。
【００１０】また、直視型又は側視型内視鏡の軟性な挿
入部が挿入される貫通孔を有する細長で管状な硬性スリ
ーブを備えた内視鏡用硬性シースであって、前記硬性ス
リーブは、先端部側側面に側視型内視鏡の光学系が対向
する切り欠き窓を形成した細長で管状のスリーブ本体
と、このスリーブ本体の先端部に取り付けられ、内周面
より突出して前記内視鏡先端面が当接する少なくとも１
つの凸部を設けた環状位置決め部材とを具備している。
【００１１】そして、前記凸部及び切り欠き窓を、それ
ぞれの内視鏡の観察視野範囲及び照明光出射範囲を妨げ
ない位置に所定形状で形成している。
【００１２】これらの構成によれば、硬性スリーブに直
視型又は側視型内視鏡の軟性な挿入部を挿通していく
と、内視鏡の先端面が凸部に当接して、内視鏡先端部が
硬性スリーブ内の所定位置に位置決め配置される。そし
て、この状態で、直視又は側視の観察を良好に行える。
加えて、使用中に誤って、内視鏡の先端部を被検体等に
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ぶつけたり、落下させてしまった場合でも先端部を覆う
硬性スリーブによって衝撃が軽減されて、先端部に設け
られた光学系等を衝撃から保護する。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図７は本発明の第１実
施形態に係り、図１は内視鏡用硬性シースを有する内視
鏡装置を示す説明図、図２は内視鏡用硬性シースの部品
構成を説明する図、図３は硬性スリーブを説明する図、
図４は組立て状態の内視鏡用硬性シースを説明する図、
図５は硬性スリーブに直視内視鏡を挿入配置した状態を
示す図、図６は硬性スリーブに側視内視鏡を挿入配置し
た状態を示す図、図７は硬性スリーブの先端側の他の構
成を説明する図である。なお、図３（ａ）は先端開口側
斜視図、図３（ｂ）は長手方向断面図、図７（ａ）は傾
斜面を形成した構成スリーブを示す図、図７（ｂ）は切
り欠き窓の先端側立ち上がり面と凸部の内側面とを一致
させ構成スリーブを示す図、図７（ｃ）は内周面全体に
凸部を設けた構成スリーブを示す図である。
【００１４】図１に示すように本実施形態の内視鏡装置
１は、挿入部２が軟性な直視型の内視鏡３と、挿入部４
が軟性な側視内視鏡５と、これら内視鏡３，５の挿入部
２，４が挿入配置される後述する貫通孔である孔部を有
する硬性スリーブ６を備えた内視鏡用硬性シース１０と
で構成されている。
【００１５】前記直視内視鏡３及び側視内視鏡５の挿入
部２，４は、観察光学系及び照明光学系を内蔵した先端
部２ａ，４ａと、この先端部２ａ，４ａに連接して前記
先端部２ａ，４ａを所望の方向に向けるように湾曲動作
する、図示しない湾曲駒を連接して構成された湾曲部２
ｂ，４ｂと、この湾曲部２ｂ，４ｂに連接する柔軟性を
有する細長な可撓管部２ｃ，４ｃとで構成されている。
なお、符号５ａは照明窓、符号５ｂは観察窓である。
【００１６】図２に示すように前記内視鏡用硬性シース
１０は、前記硬性スリーブ６と、把持部を構成するパイ
プ形状の把持部本体７と、この把持部本体７の先端部に
螺合固定される雄ネジ８ａを形成したスリーブ固定部材
８と、前記把持部本体７の基端部に螺合固定される雄ネ
ジ９ａを形成した内視鏡案内部材９とで構成されてい
る。
【００１７】図２及び図３（ａ）、（ｂ）に示すように
前記硬性スリーブ６は、細長なスリーブ本体１１と、硬
性スリーブ６の基端部を構成する前記スリーブ本体１１
より太径な太径固定部１２とで形成されており、中央軸
方向には前記挿入部２，４の最大外径より内径寸法をや
や大きめに設定した所定のはめあいで形成した孔部１３
が設けられている。
【００１８】前記スリーブ本体１１の先端部側側面には
前記孔部１３に連通する切り欠き窓１４が形成されてお
り、先端開口１５近傍には内周面より所定の高さ（ｈ）
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だけ突出した例えば４つの凸部１６が設けられている。
なお、この凸部１６は、切削や放電加工等の機械加工或
いは曲げ加工によって前記先端開口１５の所定位置に形
成される。
【００１９】図２及び図４に示すように前記把持部本体
７の中央軸方向には前記挿入部２，４が挿通される挿入
部配置孔２１が形成されている。この挿入部配置孔２１
の両端部には段付凹部２２，２３が形成されている。こ
れら段付凹部２２，２３の大径孔２２ａ，２３ａの内周
面には前記スリーブ固定部材８の雄ネジ８ａ、内視鏡案
内部材９の雄ネジ９ａがそれぞれ螺合する雌ネジ７ａ、
７ｂが設けられている。
【００２０】そして、前記段付凹部２３の小径孔２３ｂ
を、Ｏリング２４を配置するための配置空間部として構
成し、前記段付凹部２２の小径孔２２ｂを前記スリーブ
固定部材８の後述するスリーブ押圧部が配置される配置
空間部として構成している。前記小径孔２３ｂと大径孔
２３との間にはこの小径孔２３ｂに配置されたＯリング
２４が脱落することを防止するための突起部２５が形成
されている。
【００２１】また、前記スリーブ固定部材８は、太径で
把持部の先端側を構成する先端側大径部３１と、前記雄
ネジ８ａが形成された雄ネジ部３２と、前記小径孔２２
ｂに配置されるスリーブ押圧部３３とで構成されてい
る。このスリーブ固定部材８の中央軸方向には、前記硬
性スリーブ６のスリーブ本体１１が係入する、スリーブ
本体１１より径寸法をやや大きめに設定した本体挿通孔
３４が形成されている。
【００２２】さらに、前記内視鏡案内部材９は、太径で
把持部の基端側を構成する基端側太径部４１と、前記雄
ネジ９ａが形成された雄ネジ部４２と、前記小径孔２３
ｂに配置されて前記Ｏリング２４を押圧するリング押圧
部４３とで構成されている。この内視鏡案内部材９の中
央軸方向には、前記挿入部２，４が遊嵌挿入される、こ
れら挿入部２，４より径寸法を大きめに設定した、挿入
部案内孔４４が形成されている。
【００２３】具体的に、前記挿入部案内孔４４の基端側
には前記挿入部２，４をスムーズに導くための例えば曲
面案内部を設けた挿入部案内口４４ａが形成されてお
り、先端側には前記挿入部２，４を前記挿入部配置孔２
１にスムーズに導くための例えばテーパー面等で形成し
た挿入部導入部４４ｂが形成されている。
【００２４】したがって、前記硬性スリーブ６をスリー
ブ固定部材８を介して把持部本体７に一体的に螺合固定
するとともに、前記内視鏡案内部材９を把持部本体７に
一体的に螺合固定することによって図４に示すように内
視鏡用硬性シース１０が構成される。
【００２５】なお、前記硬性スリーブ６を前記把持部本
体７に一体固定するとき、硬性スリーブ６の太径固定部
１２を段付凹部２２の小径孔２２ｂ内に配置し、その
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後、前記のスリーブ本体１１の先端側からスリーブ固定
部材８を挿入し、このスリーブ固定部材８の雄ネジ８ａ
を把持部本体７の雌ネジ７ａに螺合する。このことによ
って、スリーブ本体１１の太径固定部１２がスリーブ固
定部材８のスリーブ押圧部３３によって押圧されて把持
部本体７に一体的に固定される。
【００２６】また、前記内視鏡案内部材９を把持部本体
７に一体的に螺合固定する際、この内視鏡案内部材９の
リング押圧部４３がＯリング２４に当接した状態、すな
わちＯリング２４を押圧する前の状態にしておく。
【００２７】図５及び図６を参照して前記硬性スリーブ
６の凸部１６及び切り欠き窓１４について説明する。前
記硬性スリーブ６の凸部１６は、前記直視内視鏡３及び
前記側視内視鏡５の先端面が当接するように、また前記
直視内視鏡３の観察視野範囲及び照明光出射範囲を妨げ
ない高さ（ｈ）及び位置に所定形状で形成してある。つ
まり、前記凸部１６は、内視鏡３，５の先端部２ａ，４
ａが硬性スリーブ６から露出状態になることを防止する
とともに、これら内視鏡３，５を硬性スリーブ６内の所
定位置に配置させる位置決め部になっている。
【００２８】したがって、この配置位置状態で、先端開
口１５を通して観察を行うことによって、照明光が凸部
１６に遮られることなく観察部位に向けて出射されると
ともに、照明光に照らされた観察部位の観察を前記凸部
１６によって遮られることなく行える。
【００２９】なお、硬性スリーブ６内に直視内視鏡３の
挿入部２を挿入して、この挿入部２の先端部２ａの先端
面が前記凸部１６に当接したとき、前記内視鏡案内部材
９をさらに把持部本体７側に螺合していくことにより、
この内視鏡案内部材９のリング押圧部４３がＯリング２
４を押圧する。すると、Ｏリング２４が中心側に膨張し
て挿入部２を内視鏡用硬性シース１０に一体的に固定配
置させる。そして、前記内視鏡案内部材９を、前記Ｏリ
ング２４を傷つけずに押圧するために、例えばポリアセ
タール等の滑り性に優れた材質とするようにしてもよ
い。
【００３０】一方、前記硬性スリーブ６の切り欠き窓１
４は、前記側視内視鏡５の先端部２ａの先端面が前記凸
部１６に当接して所定位置に位置決め配置された状態の
とき、この側視内視鏡５の観察視野範囲及び照明光出射
範囲を妨げない大きさ及び形状に形成してある。
【００３１】したがって、この配置状態で切り欠き窓１
４を通して観察を行うことによって、照明光が切り欠き
窓１４の周辺に遮られることなく観察部位に向けて出射
されるとともに、照明光に照らされた観察部位の観察を
前記切り欠き窓１４の周辺によって遮られることなく行
える。
【００３２】なお、前記側視内視鏡５の挿入部４も内視
鏡用硬性シース１０内にＯリング２４によって一体的に
固定配置される。
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【００３３】このように、硬性スリーブの先端開口近傍
所定位置に凸部を設けたことによって、直視内視鏡及び
側視内視鏡が、この硬性スリーブから露出した状態にな
ることを確実に防止することができる。
【００３４】また、硬性スリーブに設けた凸部を、直視
内視鏡の観察視野範囲及び照明光出射範囲を妨げない形
状及び位置に設けたことによって、直視内視鏡を凸部に
当接させた状態で、良好な直視観察を行うことができ
る。
【００３５】さらに、硬性スリーブの側部に、側視内視
鏡が凸部に当接した状態のとき、この側視内視鏡の観察
視野範囲及び照明光出射範囲を妨げない形状及び大きさ
の切り欠き窓を設けたことによって、側視内視鏡を凸部
に当接させた状態で、良好な側視観察を行うことができ
る。
【００３６】これらのことによって、内視鏡用硬性シー
ス内に、直視或いは側視内視鏡を配置して観察している
際に、挿入部の先端部を直接、被検体にぶつけて先端部
内の光学系等を破損させる不具合が軽減される。
【００３７】なお、本実施形態の内視鏡用硬性シース１
０においては、内視鏡の種類に応じた硬性スリーブ６を
用意しておくことによって、複数種類の内視鏡に対応可
能な内視鏡用硬性シースが構成される。つまり、挿入部
の長さ寸法や径寸法等の仕様の異なる内視鏡に対応す
る、長さ、孔部径寸法、凸部、切り欠き窓を形成した硬
性スリーブを用意しておくことにより、選択的に対応す
る硬性スリーブを把持部本体に組み付けることによって
対応が可能になる。特殊な例としては、直視と側視の両
方の機能を有する内視鏡に対しても、それに対応した硬
性スリーブを用意すれば対応できるといえる。
【００３８】また、図７（ａ）に示すように凸部１６及
び切り欠き窓１４を形成する立ち上がり面に傾斜面１７
を形成するようにしたり、図７（ｂ）に示すように切り
欠き窓１４の先端側立ち上がり面と前記凸部１６の内側
面とを一致させる構成にしてもよい。
【００３９】さらに、前記凸部の数は４つに限定される
ものではなく、それ以下であってもそれ以上であっても
よく、図７（ｃ）に示すように観察視野範囲及び照明光
出射範囲を妨げなければ内周面全体に形成する、つま
り、前記１３より所定高さ寸法分だけ小径に形成した先
端開口１５ａを設けるようにしてもよい。
【００４０】図８ないし図１２は本発明の第２実施形態
に係り、図８はスリーブ本体と環状位置決め部材とで構
成した硬性スリーブの構成を説明する図、図９はスリー
ブ本体と環状位置決め部材とで構成した硬性スリーブの
他の構成を説明する図、図１０はスリーブ本体と環状位
置決め部材とで構成した硬性スリーブの別の構成を説明
する図、図１１はスリーブ本体と環状位置決め部材とで
構成した硬性スリーブのまた他の構成を説明する図、図
１２は別体な凸部を設けた硬性スリーブの構成を説明す
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7
る図である。
【００４１】なお、図８（ａ）は硬性スリーブの構成
図、図８（ｂ）は組立て状態の硬性スリーブを示す図、
図９（ａ）は硬性スリーブの構成図、図９（ｂ）は組立
て状態の硬性スリーブを示す図、図１２（ａ）は硬性ス
リーブの構成図、図１２（ｂ）は組立て状態の硬性スリ
ーブを示す図である。
【００４２】図８（ａ）に示すように本実施形態におい
ては硬性スリーブ６Ａを、切り欠き窓１４を形成した細
長で管状のスリーブ本体１８と、このスリーブ本体１８
の先端部に取り付けられる凸部１６を設けた環状位置決
め部材１９とで構成し、図８（ｂ）に示すように前記環
状位置決め部材１９を前記スリーブ本体１８に圧入、或
いは接着で一体固定して硬性スリーブ６Ａを形成してい
る。その他の構成は前記第１実施形態と同様であり、同
部材には同符合を付して説明を省略する。
【００４３】このように、構成スリーブをスリーブ本体
と環状位置決め部材とで構成することによって、加工性
が大幅に向上して安価な内視鏡用硬性シースを提供する
ことができる。その他の作用及び効果は上述した実施形
態と同様である。なお、上述した実施形態においては環
状位置決め部材１９をスリーブ本体１８に圧入、或いは
接着で固定しているが、図９（ａ）に示すように固定ピ
ン５１を用意する一方、環状位置決め部材１９ａ及びス
リーブ本体１８ａに前記固定ピン５１が圧入又は係入さ
れる透孔５１ａ、５１ｂを形成して、前記固定ピン５１
によって一体固定して硬性スリーブ６Ａを形成するよう
にしてもよい。
【００４４】また、図１０に示すように固定ピン５１の
代わりにビス５２を用意する一方、環状位置決め部材１
９ｂに逃がし孔５２ａを形成し、スリーブ本体１８ｂに
雌ネジ部５２ｂを形成して、前記ビス５２によって一体
固定して硬性スリーブ６Ａを形成するようにしてもよ
い。このことによって、より強固な固定を行える。
【００４５】さらに、図１１に示すように固定ピン５１
の外周側面側に接着剤或いは弾性部材で構成したピン抜
け防止部５３を設けて、固定ピン５１が脱落することを
防止する構成にしてもよい。このことにより、より確実
な固定状態になる。このとき、接着剤、弾性部材が硬性
スリーブ６Ａの外周面からはみでることがないようにす
る。
【００４６】又、図１２に示すように前記凸部を構成す
るピン部材５５を、スリーブ本体（或いは図示しない環
状位置決め部材）１８ｄに対して別体に形成し、このピ
ン部材５５を接着或いは圧入によって所定位置に固設し
て凸部１６を設けるようにしてもよい。
【００４７】上述に示した実施形態においては、側視内
視鏡５を内視鏡用硬性シース１０の硬性スリーブ６に挿
入した際、切り欠き窓１４に側視内視鏡５の照明光出射
範囲及び観察視野範囲が位置するように使用者が調節し
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ていた。この際、使用者は、目視又は観察画像をモニタ
の画面上に表示させて確認を行っていた。このため、側
視内視鏡５の硬性スリーブ６に対する位置付けを容易に
行える構成が望まれていた。
【００４８】図１３ないし図１５は側視内視鏡の硬性ス
リーブへの取り付け構造にかかり、図１３は側視内視鏡
及び硬性スリーブの一構成例を説明する図、図１４は側
視内視鏡及び硬性スリーブの他の構成例を説明する図、
図１５は側視内視鏡及び硬性スリーブの別の構成例を説
明する図である。
【００４９】なお、図１３（ａ）は側視内視鏡及び硬性
スリーブの具体的な構成を説明する図、図１３（ｂ）は
取り付け状態の側視内視鏡と硬性スリーブとを示す図、
図１５（ａ）は側視内視鏡及び硬性スリーブの他の具体
的な構成を説明する図、図１５（ｂ）は取り付け状態の
側視内視鏡と硬性スリーブとを示す図である。
【００５０】図１３（ａ）に示すように本実施形態にお
いては、側視内視鏡５の先端部４ａの所定位置に切り欠
き凹部５ｃを設けている。一方、硬性スリーブ６のスリ
ーブ本体１１の先端開口近傍の内周面には、前記側視内
視鏡５の切り欠き凹部５ｃに嵌合配置されて前記凸部１
６を兼ねる位置決め凸部１６ａが設けてある。
【００５１】したがって、図１３（ｂ）に示すように前
記切り欠き凹部５ｃと位置決め凸部１６ａとを嵌合状態
にして側視内視鏡５を硬性スリーブ６に組み付けること
によって、側視内視鏡５は硬性スリーブ６に対して適正
な位置に配置される。また、使用者は、切り欠き凹部５
ｃと位置決め凸部１６ａとが嵌合した際の感触によっ
て、側視内視鏡５と硬性スリーブ６との位置付けが適正
な位置になったことを判断することができる。
【００５２】なお、前記切り欠き凹部５ｃ及び位置決め
凸部１６ａを形成して、側視内視鏡５と硬性スリーブ６
との位置関係を適正な状態にする代わりに、図１４に示
すように前記硬性スリーブ６の切り欠き窓１４の基端部
分に、内周側に突出して前記側視内視鏡５の段差面５ｄ
に当接する位置決め窓部１４ａを形成するようにしても
よい。
【００５３】このことによって、側視内視鏡５の段差面
５ｄを位置決め窓部１４ａに当接させて、側視内視鏡５
と硬性スリーブ６との位置付けが適正な位置であること
を判断することができる。これら切り欠き凹部５ｃ、位
置決め凸部１６ａ及び位置決め窓部１４ａは、切削や放
電加工等の機械加工或いは曲げ加工等によって形成す
る。
【００５４】さらに、図１５（ａ），（ｂ）に示すよう
に本実施形態においては、側視内視鏡５の挿入部４の側
面所定位置及び、内視鏡用硬性シース１０のスリーブ固
定部材８の側面所定位置にそれぞれ指標線４ｄ，８ｂを
設けている。
【００５５】前記硬性スリーブ６のスリーブ本体１１の
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9
側面には前記スリーブ固定部材８の位置決めを行う、一
部が外周方向へ突出した凸部１１ａが設けられている。
これに対して、前記スリーブ固定部材８には前記凸部１
１ａに嵌合する凹溝８ｃが形成してある。
【００５６】前記凹溝８ｃと凸部１１ａとの形成位置
は、この凹溝８ｃと凸部１１ａとを嵌合状態にして前記
スリーブ固定部材８と把持部本体７とを一体にしたと
き、前記指標線８ｂの中心線と前記切り欠き窓１４の中
心線とが略一致する位置になっている。一方、前記指標
線４ｄでは、中心線の延長線上に前記照明窓５ａ及び観
察窓５ｂが位置している。
【００５７】このことによって、使用者は、スリーブ固
定部材８の指標線８ｂと、側視内視鏡５の挿入部４の指
標線４ｄとを１直線上に位置させて、側視内視鏡５を内
視鏡用硬性シース１０に配置することによって、側視内
視鏡５と硬性スリーブ６との位置付けを適正な位置関係
にして組み付けが完了する。
【００５８】このように指標を設ける構成をとることに
よって、硬性スリーブの切り欠き窓１４を目視観察でき
ない場合である、例えば硬性スリーブが管内に挿入され
ている状態等で、側視内視鏡５を内視鏡用硬性シース１
０に挿入することができる。
【００５９】なお、前記凸部は、機械加工或いは曲げ加
工、又は他部材を接着や溶接によって固定して、スリー
ブ本体１１に一体的に設けてある。  なお、本発明は、
以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発
明の要旨を逸脱しない範囲で種々変形実施可能である。
【００６０】［付記］以上詳述したような本発明の上記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００６１】（１）直視型又は側視型内視鏡の軟性な挿
入部が挿入される貫通孔を有する細長で管状な硬性スリ
ーブを備えた内視鏡用硬性シースにおいて、前記硬性ス
リーブは、先端開口近傍に設けられた、内周面より突出
して前記内視鏡先端面が当接する少なくとも１つの凸部
と、先端部側側面に形成した、挿入された側視型内視鏡
の光学系が対向する切り欠き窓と、を具備する内視鏡用
硬性シース。
【００６２】（２）直視型又は側視型内視鏡の軟性な挿
入部が挿入される貫通孔を有する細長で管状な硬性スリ
ーブを備えた内視鏡用硬性シースにおいて、前記硬性ス
リーブは、先端部側側面に側視型内視鏡の光学系が対向
する切り欠き窓を形成した細長で管状のスリーブ本体
と、このスリーブ本体の先端部に取り付けられ、内周面
より突出して前記内視鏡先端面が当接する少なくとも１
つの凸部を設けた環状位置決め部材と、を具備する内視
鏡用硬性シース。
【００６３】（３）前記凸部及び切り欠き窓を、それぞ
れの内視鏡の観察視野範囲及び照明光出射範囲を妨げな
い位置に所定形状で形成したことを特徴とする請求項１*
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*又は請求項２に記載の内視鏡用硬性シース。
【００６４】（４）前記環状位置決め部材とスリーブ本
体とをビス固定して前記硬性スリーブを構成した付記２
記載の内視鏡用硬性シース。
【００６５】（５）前記環状位置決め部材とスリーブ本
体とを圧入固定して前記硬性スリーブを構成した付記２
記載の内視鏡用硬性シース。
【００６６】（６）前記環状位置決め部材とスリーブ本
体とを接着固定して前記硬性スリーブを構成した付記２
記載の内視鏡用硬性シース。
【００６７】（７）前記環状位置決め部材とスリーブ本
体とを連結部材であるピンによって固定して前記硬性ス
リーブを構成した付記２記載の内視鏡用硬性シース。
【００６８】（８）前記凸部を、硬性スリーブ又は環状
位置決め部材に一体に形成した付記１又は付記２に記載
の内視鏡用硬性シース。
【００６９】（９）前記凸部を、硬性スリーブ又は環状
位置決め部材に対して別体に形成した付記１又は付記２
に記載の内視鏡用硬性シース。
【００７０】（１０）前記別体の凸部を接着又は圧入に
よって硬性スリーブ又は環状位置決め部材に設けた付記
９記載の内視鏡用硬性シース。
【００７１】（１１）内視鏡の軟性な挿入部が挿入配置
される貫通孔を有する細長で管状な硬性スリーブを備え
た内視鏡用硬性シースにおいて、前記硬性スリーブの先
端開口部に内周面より突出する少なくとも１つの凸部を
設ける一方、前記先端部側側面に切り欠き窓を設けた内
視鏡用硬性シース。
【００７２】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、直
視型又は側視型内視鏡の軟性な挿入部が挿通される硬性
スリーブの先端開口から光学系を備えた内視鏡先端部を
突出させることなく、観察を行える内視鏡用硬性シース
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は内視鏡用硬性シースを有する内視鏡装置
を示す説明図
【図２】内視鏡用硬性シースの部品構成を説明する図
【図３】硬性スリーブを説明する図
【図４】組立て状態の内視鏡用硬性シースを説明する図
【図５】硬性スリーブに直視内視鏡を挿入配置した状態
を示す図
【図６】硬性スリーブに側視内視鏡を挿入配置した状態
を示す図
【図７】硬性スリーブの先端側の他の構成を説明する図
【図８】図８ないし図１２は本発明の第２実施形態に係
り、図８はスリーブ本体と環状位置決め部材とで構成し
た硬性スリーブの構成を説明する図
【図９】スリーブ本体と環状位置決め部材とで構成した
硬性スリーブの他の構成を説明する図
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【図１０】スリーブ本体と環状位置決め部材とで構成し
た硬性スリーブの別の構成を説明する図
【図１１】スリーブ本体と環状位置決め部材とで構成し
た硬性スリーブのまた他の構成を説明する図
【図１２】別体な凸部を設けた硬性スリーブの構成を説
明する図
【図１３】  図１３ないし図１５は側視内視鏡の硬性ス
リーブへの取り付け構造にかかり、図１３は側視内視鏡
及び硬性スリーブの一構成例を説明する図
【図１４】側視内視鏡及び硬性スリーブの他の構成例を*
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*説明する図
【図１５】側視内視鏡及び硬性スリーブの別の構成例を
説明する図
【符号の説明】
６…硬性スリーブ
１０…内視鏡用硬性シース
１１…スリーブ本体
１４…切り欠き窓
１５…先端開口
１６…凸部

【図１】

【図２】

【図３】

【図６】
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【図４】 【図５】

【図７】
【図８】

【図１０】
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【図９】 【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１４】 【図１５】
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